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【緊急点検】
・埼玉県八潮市で発生した道路陥没事故を受け

て、本市が管理する下水道管総延長146.7㎞
のうち、主要な下水道管（国県道及び幹線市
道に埋設されている下水道管）17.8㎞につい
て、緊急点検を行いました。

・点検は、道路上から目視による確認を行い、
下水道マンホール付近の道路面に凹凸やひび
割れがあった箇所は、マンホールの中にカメ
ラを入れて管内部のコンクリートに劣化がな
いかなどの点検を行いました。点検した結果、
異常はありませんでした。

※国が緊急点検を要請している大規模な下水道管は、本
市にはありません。

【通常点検】
・本市が管理する下水道管は、法令等に基づき

計画的に点検を行い、異常箇所が確認された
場合は、詳細な調査を行い、早期に補修工事
や改築工事を行っています。

下水道管下水道管
緊緊急急点検実施点検実施
異常なし異常なし
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池新井

玖須美荻

 5月21日(火) 生涯学習センター池会館5月2７日(月) 新 井 区 民 会 館

5月23日(木) 市 役 所 5月30日(木) 生涯学習センター荻会館

01010303

02020404

池隧
ずいどう

道の水門の安全対策
やコミュニティバスの導
入、支援が必要な子ども
に対する取組、オーバー
ツーリズム対策などに関
するご意見がありました。

消防団の在り方や中通り
の舗装、災害時の避難路
の整備、県道の草刈りな
どに関する意見がありま
した。

信号機を撤去した交差点
へのカーブミラーの設置
や商店街の活性化、南小
学校の通学路の改善、避
難所の開設などに関する
意見がありました。

生涯学習センター荻会館
の指定管理や荻幼稚園の
雨漏り対策、市営住宅の
居住要件、町内会への加
入促進などに関する意見
がありました。
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地域の身近な課題・諏訪市姉妹都市提携60周年記念事業　意見の総数　189

自然・環境・都市
8

自然・環境・都市
8

観光・産業・交流
3

観光・産業・交流
3

危機管理
29

観光・産業・交流
39

協働・行政改革

20

自然・環境・都市
54教育・歴史・文化

32

医療・健康・福祉

15

構想の推進構想の推進〈協働・行政改革〉〈協働・行政改革〉

総合計画を推進するための
土台づくり

政策目標政策目標 11〈危機管理〉〈危機管理〉

安全で安心して暮らせるまち

政策目標政策目標 55〈観光・産業・交流〉〈観光・産業・交流〉

活力にあふれ
交流でにぎわうまち

政策目標政策目標 44〈教育・歴史・文化〉〈教育・歴史・文化〉

心豊かな人を育み
生涯にわたって学習できるまち

政策目標政策目標 22〈医療・健康・福祉〉〈医療・健康・福祉〉

誰もが健やかに暮らし
活躍できるまち

政策目標政策目標 33〈自然・環境・都市〉〈自然・環境・都市〉

良好な環境が広がり
快適に暮らせるまち

参加者27人

意見数 11件

参加者23人

意見数 20件

参加者38人

意見数 18件

参加者32人

意見数 6件

広報いとう広報いとう 22



十足湯川

富戸松原

川奈岡

宇佐美鎌田

６月３日(月) 十 足 区 民 会 館6月2７日(木) 児童・身体障害者福祉センターはばたき

6月5日(水) 富戸コミュニティセンター7月2日(火) ふ れ あ い セ ン タ ー

6月20日(木) 小室コミュニティセンター７月４日(木) 健 康 福 祉 セ ン タ ー

6月25日(火) 宇佐美コミュニティセンター７月９日(火) 鎌 田 会 館

05050909

06061010

07071111

08081212

十足広場周辺の雨水対策
や市の各種委員の選出方
法の見直し、集会所の設
置、消防団に係る見直し
の見通しなどに関する意
見がありました。

伊東駅前広場やオレンジ
ビーチの整備、防災資機
材の充実、若者への移住
支援施策、教育問題懇話
会などに関する意見があ
りました。

区内の道路の整備や富戸
小学校の存続、ウォーキ
ングイベントへの支援、
町内会館などの防災備品
の充実などに関する意見
がありました。

伊東駅前のカナリーヤシ
の今後や市街地の案内看
板の充実、オレンジビー
チのライトアップ、旧西小
学校跡地の利活用などに
関する意見がありました。

水道管の更新や旧川奈小
学校跡地の利活用、新図
書館の建設、道路の樹木
の伐採などに関する意見
がありました。

旧西小学校跡地の避難所
としての活用や町内会へ
の加入促進、伊東駅前広
場整備などに関する意見
がありました。

元中央区テニスコート跡
地の利活用や認定こども
園設立の検討状況、学校
運営協議会の在り方、城
山の状況などに関する意
見がありました。

災害時の避難場所や防犯
カメラの設置、交通手段
の確保、旧市民病院跡地
の利活用、道路や川の草
刈りに関する意見があり
ました。
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観光・産業・交流

1
2

5
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参加者16人

意見数 10件

参加者16人

意見数 12件

参加者31人

意見数 7件

参加者20人

意見数 19件

参加者25人

意見数 13件

参加者18人

意見数 14件

参加者22人

意見数 11件

参加者24人

意見数 14件
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吉田

八幡野

赤沢

７月10日(水) 吉 田 区 民 会 館

７月23日(火) 八幡野コミュニティセンター

７月25日(木) 生涯学習センター赤沢会館

1313

1414

1515

一碧湖の遊歩道の整備や
吉田幼稚園の今後、災害
時の避難所におけるコ
ミュニティの維持、道路
の拡幅などに関する意見
がありました。

立地適正化計画の見直し
や夏の猛暑対策、宿泊施
設利用客の騒音、高齢者
へのタクシーチケットの
支給などに関する意見が
ありました。

公共交通などの充実や景
観の保全、空き家対策、
消防団の在り方などに関
する意見がありました。
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市民　子どもの頃に、諏訪市と伊東市で子どもがお互いの市
を訪れ交流する事業があったと思います。子どもの頃から、
諏訪市は姉妹都市ということを学び、友達ができれば、ＳＮ
Ｓなどでつながるなど、離れていても交流が続いていくので、
小中学生が交流するような事業が良いと思います。伊東に諏
訪の子どもたちが来たときには、枕投げや地引網を体験して
もらってはどうでしょうか。

市長　諏訪市との子どもの交流については、
昨年度から青少年育成プログラム“みち”とい
う事業を開始し、小学校５、６年生の30人
が諏訪市を訪れ、２泊３日でものづくり体験
や、諏訪市の自然・歴史・文化を学んでいま
す。今後については、諏訪市の子どもに伊東
に来てもらう取組ができればと考えています。

地

市

特

今

意見箱はこちらの
市ホームページから

提言された提言された
ご意見の詳細は、ご意見の詳細は、

市ホームページから市ホームページから
ご覧ください。ご覧ください。

諏訪市姉妹都市60周年記念事業 一部抜粋一部抜粋

広報いとう広報いとう 44



３カ所の投票所を３カ所の投票所を
変更します変更します ㉄選挙管理委員会事務局　☎32-1233

３カ所の投票所を３カ所の投票所を
変更変更しますします
５月25日(日)に行われる予定の伊東市長選挙の際にはご注意ください。

宇佐美初津・八幡地区の投票所

川奈地区の投票所 富戸地区の投票所

　初津・八幡地区（第１４投票区）の投票所は、これ
まで長年にわたり、八幡公民館を使用していましたが、
２階投票所の解消に向け、区及び両町内会との協議に

より、初津会館（宇佐美２７９５－１４）に変更しま
すので、お間違いのないようお願いします。
※駐車場は初津会館及び春日神社となります。

　川奈地区（第８投票区）の投票所は、小室コミュニ
ティセンター２階児童室から同じ階の和洋室に変更とな
ります。

　富戸地区（第16投票区）の投票所は、令和６年10月
の衆議院議員総選挙の際に、祭典のため富戸小学校とし
ましたが、これまでどおり、富戸コミュニティセンター
となります。

小室コミュニティセンター
２階児童室

小室コミュニティセンター
２階和洋室

富戸小学校

富戸コミュニティセンター
３階大会議室

宮川
海岸

八幡神社

春日神社駐車場

春日神社

←熱海

八幡公民館

国道１３５号線

第14投票所
初津会館

伊東市街→

変更
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●火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろ
などは安全装置の付いた機器を使用する。

●火災の早期発見のために、住宅用火災警報器
を定期的に点検し、10 年を目安に交換する。

●火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、
寝具や衣類、カーテンは防炎品を使用する。

●火災を小さいうちに消すために、消火器など
を設置し、使い方を確認しておく。

●お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と
避難方法を常に確保し、備えておく。

●防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、
地域ぐるみの防火対策を行う。

駿東伊豆消防本部
イメージキャラクター

駿太（しゅんた）君

●寝たばこは、絶対にしない、させない。
●ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。
●こんろを使うときは火のそばを離れない。
●コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラ

グは抜く。

6つの対策 4つの習慣

火災の怖さ、忘れていませんか…
問駿東伊豆消防本部伊東消防署　☎ 38-0119

守りたい　未来があるから　火の用心
住宅防火　いのちを守る 10 のポイント

春季全国火災予防運動 ３月１日(土)～７日(金)

まちの自治会活動を紹介します
伊東市地域行政連絡調整協議会事務局　㉄秘書広報課　☎32-1173 富戸区

富
戸
区　
払
町
内
会

　
富
戸
区
で
は
10
月
に
富
戸
祭
典
が

行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
山
車
の
中

で
代
わ
る
代
わ
る
太
鼓
を
叩
き
な
が

ら
お
祭
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
元
気
い
っ
ぱ
い
な
子
ど
も
た
ち
と

地
域
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
か
ら
パ
ワ
ー

を
も
ら
い
ま
し
た
。

　
掲
載
を
希
望
す
る
町
内
会
な
ど
は

電
話
で
秘
書
広
報
課
へ
。

▲富戸祭典での山車出発前の様子

広報いとう 6



問課税課　☎32-1271

問課税課　☎32-1271

問課税課　☎32-1274

　市県民税申告書で令和６年中に所得がなかったこ
とを申告することにより、国民健康保険税などの軽
減措置を受けられることがあります。

　令和６年中に、以下のいずれかに該当する人が、認定住宅等の新築又は買取再販の住宅に入居した場合、住
宅ローン控除の借入限度額について、令和４・５年入居の場合の限度額が維持されます。
①年齢が40歳未満で、配偶者がいる人
②年齢が40歳以上で、年齢が40歳未満の配偶者がいる人
③年齢が19歳未満の扶養親族がいる人
　また、合計所得金額が1,000万円以下の年分に限り、新築の認定住宅等の床面積要件を40㎡以上に緩和する
措置について、建築確認の期限が令和６年12月31日まで延長されました。
※認定住宅等とは、認定住宅（認定長期優良住宅及び認定低炭素住宅）、ZEH水準省エネ住宅及び省エネ基

準適合住宅を指します。
※買取再販住宅とは、既存住宅のうち宅地建物取引業者により一定の増改築などが行われたものを指します。

　令和６年中の合計所得金額が1,000万円超1,805万円以下で、市民税・
県民税所得割が課税される人のうち、国内に同一生計配偶者がいる人につ
いて、令和７年度市民税・ 県民税所得割から1万円が控除されます。

　軽自動車税（種別割）は、毎年４月１日現在の所
有者に課税されます。次のような場合でも、廃車な
どの手続をしていない場合、継続して課税されます。
・使用できない軽自動車などを保有している場合
・他人に自己が所有する軽自動車などを譲った場合
・自己が所有する軽自動車などが盗難に遭った場合
※廃車とは、登録抹消をいいます。

　市内で使用していた二輪車（125㏄超）を、県外で廃車又は名義変更手続
をした場合は、伊東市役所課税課にも下記申告書の提出をお願いします。
　この申告書が届かない場合は伊東市からの課税が続いてしまいますので、
手続を仲介業者などに依頼する場合も含め、漏れがないようお願いします。
提出書類　運輸支局に提出した軽自動車税（種別割）申告書の写し
　　　　　又は新車検証と旧車検証の写し
提出先　課税課市民税係　FAX52-6900

受　付　市役所２階課税課市民税係

期　間　３月17日㈪まで

手続期限　３月31日㈪

住宅ローン控除(住宅借入金等特別税額控除)の拡充・延長

同一生計配偶者に係る定額減税

市県民税の申告は済みましたか？

税制改正

軽自動車やバイクなどの廃車・名義変更
車種ごとの手続場所

車　種 手続場所
(問い合わせ先)

原動機付自転車(～125cc) 
小型特殊自動車

市役所課税課
☎32-1274

軽四輪 軽自動車検査協会
☎050-3816-1778

小型二輪(251cc以上)
軽二輪(126cc～250cc)

沼津自動車検査登録事務所
(運輸支局)
☎050-5540-2051

税止めの手続にご協力を

税制改正についての詳
細などは、市ホーム
ページから
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広 告 欄
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健康
    ひろば
健康
    ひろば

子 

育 

て

母
子
保
健
事
業

　
対
象
者
や
受
付
時
間
を
個
別
に

設
定
し
て
い
ま
す
。
受
付
時
間
、

持
ち
物
に
つ
い
て
は
、
個
別
に
通

知
し
ま
す
の
で
、
内
容
を
ご
確
認

の
上
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
子
育
て
支
援
課

☎
（32）
１
５
８
２

教
　
育

　

令
和
７
年
度

伊
東
市
育
英
奨
学
金
の
申
込
み

　
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
修
学
困

難
と
思
わ
れ
る
人
に
対
し
、
学
資

の
一
部
を
貸
与
（
無
利
子
）
し
ま

す
。

出
願
資
格　
次
の
全
て
に
該
当
し
、

学
校
長
が
推
薦
す
る
人

・
本
市
に
本
人
又
は
保
護
者
が
居

住
し
て
い
る
人

・
高
等
学
校
や
大
学
な
ど
に
在
学

し
、
心
身
健
全
、
成
績
優
良
で

学
費
の
支
払
が
困
難
な
人

・
市
内
に
居
住
し
、
独
立
し
た
生

計
を
営
む
連
帯
保
証
人
を
２
人

立
て
ら
れ
る
人

貸
与
金
額
（
上
限
額
）　
左
記
の

金
額
の
範
囲
内
で
希
望
額
を
貸
与

・
高
校
生
な
ど
：
月
額
３
万
円
、

入
学
一
時
金
30
万
円 

・
大
学
生
な
ど
：
月
額
５
万
円
、

入
学
一
時
金
60
万
円

出
願
方
法　
願
書
に
必
要
書
類
を

添
付
の
上
、
教
育
総
務
課
窓
口

へ
本
人
又
は
保
護
者
が
持
参

（
郵
送
不
可
）
し
て
く
だ
さ
い
。

願
書
は
教
育
総
務
課
又
は
各
出

張
所
に
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

出
願
期
間　
４
月
１
日
㈫
～
30
日

㈬
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
。
）

返
還
免
除　
卒
業
後
、
本
市
に
住

所
を
有
し
て
い
る
（
実
際
に
居

住
し
て
い
る
こ
と
）
期
間
に
つ

き
、
返
還
金
を
半
額
免
除
。

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
、
電
話
で
左
記

へ
。

㉄
教
育
総
務
課

☎
(32)
１
９
１
２

伊
東
市
勤
労
者
教
育
資
金
貸
付
制
度

　
市
内
在
住
の
勤
労
者
又
は
そ
の

家
族
が
、
大
学
・
高
校
・
専
門
学

校
な
ど
に
進
学
す
る
た
め
に
要
す

る
費
用
と
し
て
、
利
用
で
き
る
融

資
制
度
で
す
。

対　
象　
市
内
に
１
年
以
上
居
住

し
、
市
税
な
ど
を
完
納
し
て
い

て
、
前
年
の
年
収
が
１
千
万
円

以
下
の
人

融
資
金
額　

学
生
１
人
当
た
り

３
０
０
万
円
ま
で

返
済
期
間　
10
年
以
内
（
最
長
６

年
６
カ
月
間
の
元
金
据
置
返
済

可
能
）

受
付
総
枠　
６
０
０
０
万
円
（
総

枠
に
達
し
た
時
点
で
受
付
終
了

と
な
り
ま
す
。
）

受
付
期
間　

３
月
31
日
㈪
ま
で

（
期
間
内
に
融
資
で
き
る
人
）

※
諸
条
件
に
よ
り
ご
希
望
に
添
え

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
い
説
明
書
や
試
算
表
は
、

静
岡
県
労
働
金
庫
伊
東
支
店
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

㉄
静
岡
県
労
働
金
庫
伊
東
支
店

☎
(37)
６
１
３
５

産
業
課

☎
(32)
１
７
３
４

３月の健診・教室 日　程

１歳６か月児健康診査 
（５年８月生まれ対象） 19日㈬

２歳児健康教室 
（５年２月生まれ対象） 18日㈫

３歳児健康診査 
（４年２月生まれ対象） 12日㈬

会場：健康福祉センター

㈱東海バス 0557-37-5121

３ヶ月券18,000円　６ヶ月券33,000円　１年券61,000円

７０歳以上の方は、伊東市から一部助成が受けられます。

定期券を見せるだけ！
伊東市内の路線バスの乗車は

６５歳以上の方は「ゆうゆうパス」がお得です。

東海バスのお得な定期券

マチを好きになるアプリ

あなたのスマホに

「広報いとう」を！

上記二次元コードでアプリをインストールし、
「お住まいの地域」で「伊東市」を登録！

市ホームページは
こちらから

広報いとう 8



広 告 欄

「広報いとう」の発行経費に充てるため、広告を掲載しています。広告の内容に関する一切の責任は広告主に帰属し、市が推奨・保証などするものではありません。

市役所開庁時間：8時30分～17時15分
※土日・祝日は閉庁

あなたに代わって片付けます

遺品整理 終活教室

0120-35-9930

お電話の際に 「広報いとう広告を見た」と ひとこと︕
優待します。 お見積訪問は 無料︕ お気軽に。

本社：伊東市岡 倉庫および事務所：伊東市荻 Ⓡ

特殊清掃 整理収納
ゴミ屋敷

不用品回収

株式会社かんどうサービス

会社ホームページ

スマホカメラ で読み取り

当社は
リユース・リサイクル・
寄付を 通じ、
資源の有効活用を
推進しています

引
っ
越
し
が
決
ま
っ
た
ら

水
道
の
手
続
を
忘
れ
ず
に

　
３
月
～
４
月
に
か
け
て
は
引
っ

越
し
が
多
い
時
期
で
、
受
付
窓
口

や
電
話
回
線
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。

引
っ
越
し
の
予
定
が
決
ま
っ
た
ら
、

お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
こ
ん
な
と
き
も
ご
連
絡
を

・
水
道
の
使
用
開
始
や
中
止
を
し

た
い
と
き

・
使
用
者
や
所
有
者
の
変
更
が
あ

る
と
き

㉄
水
道
料
金
事
務
セ
ン
タ
ー

　
☎

(32)
１
８
３
２

i
難
病
患
者
見
舞
金

の
支
給

　
本
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
特

定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
受
給
者

証
な
ど
を
お
持
ち
の
人
に
、
各
年

度
に
１
回
、
難
病
患
者
見
舞
金

１
万
円
を
支
給
し
ま
す
。
今
年
度

分
の
申
請
を
し
て
い
な
い
人
は
、

３
月
31
日
㈪
ま
で
に
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。

申
請
受
付　
左
記
の
入
力
フ
ォ
ー

ム
か
ら
必
要
事
項
を
入
力
す
る

か
、
社
会
福
祉
課
窓
口
、
各
出

張
所
、
松
原
連
絡
所
の
い
ず
れ

か
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

持
ち
物　
特
定
医
療
費
（
指
定
難

病
）
受
給
者
証
、
特
定
疾
患
医

療
受
給
者
証
、
先
天
性
血
液
凝

固
因
子
障
害
等
医
療
受
給
者
証
、

被
爆
者
健
康
手
帳
の
い
ず
れ
か

の
写
し
、
通
帳
又
は
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド

㉄
社
会
福
祉
課

　
☎

(32)
１
５
３
２

タ
ク
シ
ー
助
成
券
の

申
請
受
付

　
重
度
の
心
身
障
が
い
が
あ
る
人

が
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
と
き
、

料
金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対　
象　
身
体
障
害
者
手
帳
１
・

２
級
、
療
育
手
帳
Ａ
、
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
・
２
級

の
い
ず
れ
か
を
所
持
し
て
い
る

人
※
施
設
に
入
所
し
て
い
る
人
は
、

交
付
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
社
会
福
祉
課
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

内　
容　
１
枚
に
つ
き
５
０
０
円

分
の
助
成
券
を
年
間
24
枚
交
付

し
ま
す
。
た
だ
し
、
５
月
以
降

に
申
請
す
る
場
合
は
、
４
月
か

ら
経
過
し
た
月
数
を
差
し
引
い

た
枚
数
を
交
付
し
ま
す
。

申
請
受
付

▼
社
会
福
祉
課

　
４
月
１
日
㈫
～

▼
各
出
張
所
・
松
原
連
絡
所

　
４
月
１
日
㈫
～
30
日
㈬

持
ち
物　
身
体
障
害
者
手
帳
、
療

育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
の
い
ず
れ
か

㉄
社
会
福
祉
課

　
☎

(32)
１
５
３
２

i
国
民
年
金
の
学
生
納
付

特
例
制
度
の
更
新

　
６
年
度
分
（
６
年
４
月
～
７
年

３
月
）
が
承
認
済
の
人
に
は
、
３

月
末
以
降
に
更
新
用
の
申
請
ハ
ガ

キ
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
更
新
を
希

望
す
る
人
は
、
必
要
事
項
を
記
入

し
て
必
ず
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
用

シ
ー
ル
を
貼
っ
て
投
函
し
て
く
だ

さ
い
。

　
更
新
用
の
ハ
ガ
キ
が
届
か
な
い

人
は
、
学
生
証
（
両
面
コ
ピ
ー
で

も
可
）
又
は
在
学
証
明
書
と
年
金

手
帳
又
は
基
礎
年
金
番
号
通
知
書

を
持
参
し
、
保
険
年
金
課
で
手
続

を
し
て
く
だ
さ
い
。
学
生
期
間
終

了
後
も
引
き
続
き
国
民
年
金
の
免

除
な
ど
を
希
望
す
る
人
は
、
保
険

年
金
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

㉄
保
険
年
金
課

　
☎

(32)
１
６
２
５

　
三
島
年
金
事
務
所

　
☎
０
５
５(

９
７
３)

１
１
６
６

詳細は日本年金機構
ホームページから

入力フォーム
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i
伊
東
市
長
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会

 

任
期
満
了
に
よ
る
伊
東
市
長
選

挙
の
立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

日　
時　
４
月
８
日
㈫　
13
時
30

分
～

会　
場　
市
役
所
８
階
大
会
議
室

※
当
該
選
挙
に
立
候
補
を
予
定
し

て
い
る
人
（
代
理
の
人
で
も

可
）
は
、
関
係
者
（
１
候
補
者

に
つ
き
３
人
以
内
）
と
ご
出
席

く
だ
さ
い
。

【
選
挙
期
日
】

告
示
日　
５
月
18
日
㈰

投
開
票
日　
５
月
25
日
㈰

㉄
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
☎

(32)
１
２
３
３

募
交
通
指
導
員
募
集

　
交
通
指
導
員
は
、
地
域
の
子
ど

も
た
ち
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
安

全
に
通
学
で
き
る
よ
う
に
、
見
守

り
や
交
通
安
全
活
動
な
ど
交
通
事

故
防
止
の
た
め
の
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

　

子
ど
も
の
見
守
り
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
が
あ
る
人
な

ど
、
是
非
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん

か
。

主
な
活
動

・
児
童
の
登
下
校
時
の
交
通
指
導

・
地
域
行
事
や
市
主
催
イ
ベ
ン
ト

へ
の
派
遣
な
ど

※
詳
細
は
電
話
で
左
記
へ
。

㉄
危
機
対
策
課

　
☎

(32)
１
３
６
１

i
総
合
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
を
配
布
し
ま
す

　
伊
東
市
総
合
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
を
更
新
し
ま
し
た
。　
　

　
伊
東
大
川
以
外
の
河
川
の
洪
水

浸
水
想
定
や
高
潮
浸
水
想
定
が
追

加
さ
れ
、
情
報
ペ
ー
ジ
も
ボ

リ
ュ
ー
ム
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

３
月
４
日
㈫
以
降
、
各
戸
へ
の
配

布
を
行
い
ま
す
。
ご
自
宅
や
職
場
、

よ
く
お
出
か
け
に
な
る
場
所
の
ハ

ザ
ー
ド
情
報
を
確
認
し
、
家
族
間

で
も
共
有
し
て
く
だ
さ
い
。

㉄
危
機
対
策
課

　
☎

(32)
１
３
６
２

津
波
避
難
訓
練
に

参
加
し
よ
う

地
震
だ
、
津
波
だ
、
す
ぐ
避
難
！

～
少
し
で
も
早
く
、

少
し
で
も
高
く
～

　
沿
岸
自
主
防
災
会
を
中
心
に
、

津
波
避
難
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

日　
時　
３
月
９
日
㈰　
９
時
～

同
報
無
線
に
よ
る
訓
練
広
報

・
８
時
40
分　
訓
練
実
施
の
お
知

ら
せ

・
９
時　
地
震
発
生
（
訓
練
）

・
９
時
５
分　
大
津
波
警
報
（
訓

練
）　
※
サ
イ
レ
ン
あ
り

訓
練
場
所　
各
自
主
防
災
会
が
指

定
す
る
場
所

㉄
危
機
対
策
課

　
☎

(32)
１
３
６
２

i
さ
く
ら
の
里

夜
桜
観
賞
会

　

大
室
山
麓
さ
く
ら
の
里
は
、

４
０
種
約
１
０
０
０
本
の
桜
が
植

栽
さ
れ
て
お
り
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

が
満
開
に
な
る
時
期
に
合
わ
せ
て

夜
桜
観
賞
会
（
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
）

を
実
施
し
ま
す
。

　
昼
間
と
は
違
っ
た
幻
想
的
な
桜

を
是
非
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日　
時　
３
月
22
日
㈯
～
４
月
上

旬　
18
時
～
20
時

※
さ
く
ら
の
開
花
状
況
に
よ
り
開

催
期
間
が
前
後
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

会　
場　
大
室
山
麓
さ
く
ら
の
里

㉄
観
光
課

　
☎

(32)
１
７
１
２

広報いとう 10
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i
第
39
回
木
下
杢
太
郎

記
念
館
特
別
展

吉
井
勇
と
木
下
杢
太
郎

-

出
逢
い
か
ら
１
１
８
年

　
今
よ
み
が
え
る
葛
藤
と
友
情-

　
吉
井
勇
は
太
田
正
雄
（
木
下
杢

太
郎
）
に
と
っ
て
忘
れ
得
ぬ
友
人

の
一
人
と
言
え
ま
す
。
真
面
目
な

杢
太
郎
に
対
し
、
勇
は
遊
び
好
き

で
両
者
の
性
格
は
正
反
対
と
言
っ

て
よ
い
ほ
ど
で
し
た
。
今
回
の
特

別
展
で
は
、
吉
井
勇
と
木
下
杢
太

郎
の
出
逢
い
、
葛
藤
、
友
情
な
ど

に
ま
つ
わ
る
手
紙
・
葉
書
・
絵

画
・
写
真
・
本
な
ど
を
展
示
し
、

両
者
の
葛
藤
か
ら
友
情
に
至
る
交

流
の
足
跡
を
辿
り
ま
す
。

期　
間　
３
月
11
日
㈫
～
５
月
11

日
㈰
（
月
曜
日
は
休
館
）

時　
間　
９
時
～
16
時
30
分
（
３

月
は
16
時
ま
で
）

場　

所　

木
下
杢
太
郎
記
念
館

（
湯
川
２-

11-

５
）

㉄
生
涯
学
習
課

　
☎

(32)
１
９
６
４

野
良
猫
へ
の

餌
や
り
に
つ
い
て

　
飼
い
主
の
い
な
い
猫
へ
の
無
責

任
な
餌
や
り
は
、
猫
の
繁
殖
を
活

発
に
さ
せ
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て

周
辺
住
民
へ
ふ
ん
尿
な
ど
の
被
害

が
も
た
ら
さ
れ
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
猫
が
好
き
な
人
ば
か
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
餌
を
あ
げ
る
場
合
に

は
次
の
こ
と
を
心
掛
け
、
適
切
な

餌
や
り
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

○
不
妊
・
去
勢
手
術
を
し
ま
し
ょ

う
。

　
春
か
ら
猫
の
妊
娠
が
始
ま
り
ま

す
。
飼
い
主
の
い
な
い
猫
を
増
や

さ
な
い
た
め
に
不
妊
・
去
勢
手
術

を
し
ま
し
ょ
う
。

○
餌
や
り
は
周
辺
に
迷
惑
の
か
か

ら
な
い
自
宅
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
他
人
の
敷
地
は
も
ち
ろ
ん
、
道

路
や
公
共
の
場
所
を
餌
場
に
す
る

と
近
隣
の
多
く
の
人
の
迷
惑
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。

○
片
付
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
餌
を
置
い
た
ま
ま
に
す
る
と
虫

の
発
生
や
異
臭
な
ど
の
原
因
と
な

り
ま
す
。
決
ま
っ
た
時
間
に
容
器

で
餌
を
や
り
、
食
べ
た
ら
す
ぐ
に

片
付
け
清
掃
を
し
、
餌
場
を
清
潔

に
保
つ
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

○
ふ
ん
尿
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
市
や
保
健
所
へ
寄
せ
ら
れ
る
苦

情
・
相
談
で
一
番
多
い
も
の
が
ふ

ん
尿
被
害
で
す
。
餌
や
り
を
行
う

こ
と
で
多
く
の
猫
が
集
ま
り
、
近

隣
の
人
の
敷
地
を
ふ
ん
尿
で
汚
す

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
餌
場
に
は

ト
イ
レ
を
作
る
、
周
辺
の
ふ
ん
尿

は
片
付
け
る
な
ど
必
ず
対
策
を
し

ま
し
ょ
う
。

※
飼
い
主
の
い
な
い
猫
へ
の
む
や

み
な
餌
や
り
は
、
不
幸
な
猫
を

増
や
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す

の
で
、
無
責
任
な
餌
や
り
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

㉄
環
境
課

　
☎

(32)
１
３
７
４

i
民
生
委
員・児
童
委
員
の

紹
介

　
１
月
１
日
付
で
委
嘱
さ
れ
た
民

生
委
員
・
児
童
委
員
（
主
任
児
童

委
員
）
を
紹
介
し
ま
す
。
民
生
委

員
・
児
童
委
員
（
主
任
児
童
委

員
）
は
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
、
必
要
な
支
援
に
つ
な
ぎ
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
市
民
を
支
え
ま

す
。
守
秘
義
務
が
あ
り
ま
す
。

担
当
地
区　
湯
川
・
松
原
地
区
の

主
に
児
童
に
関
す
る
こ
と

　
三
津
間　
和
美

㉄
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎

(36)
５
５
１
２

第39回木下杢太郎記念館特別展

ご　招　待　券
吉井勇と木下杢太郎

―出逢いから１１８年 今よみがえる葛藤と友情―
令和７年３月11日(火)～５月11日(日)
９時～16時30分(３月は16時まで)

※本券をお持ちになると２人まで無料になります。
※市内高校生以下は無料です。

伊東市立木下杢太郎記念館　　　　☎36-7454

11 2025.3
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募
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

受
講
生
募
集

　
聴
覚
障
が
い
、
聴
覚
障
が
い
者

の
生
活
及
び
関
連
す
る
福
祉
制
度

な
ど
に
つ
い
て
の
理
解
と
認
識
を

深
め
る
と
と
も
に
、
手
話
で
日
常

会
話
を
行
う
た
め
に
必
要
な
手
話

語
彙
及
び
手
話
表
現
技
術
の
習
得

を
目
的
と
し
て
、
手
話
奉
仕
員
養

成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。　

　

全
46
講
座
を
開
催
し
、
講
義

（
６
講
義
）
は
必
須
、
全
講
座
の

80
％
以
上
参
加
で
き
る
人
を
対
象

と
し
、
修
了
し
た
人
に
修
了
証
を

お
渡
し
し
ま
す
。

対　
象　

・
高
校
生
以
上
の
市
内
在
住
又
は

在
職
の
健
聴
者
で
、
手
話
を
初

め
て
学
ぶ
人

・
手
話
講
座
受
講
経
験
の
な
い
人

・
家
庭
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

手
話
動
画
の
視
聴
が
で
き
る
人

期　
間　

・
４
月
18
日
～
８
年
２
月
20
日
の

毎
週
金
曜
日
（
Ｇ
Ｗ
・
盆
・
年

末
年
始
な
ど
を
除
く
。
）

・
５
月
20
日
、
６
月
17
日
、
７
月

15
日
、
９
月
30
日
、
10
月
21
日
、

11
月
18
日
の
火
曜
日

※
全
46
回

時　
間　
19
時
～
21
時

場　
所　
市
役
所
会
議
室

定　
員　
先
着
15
人

申
込
期
間　
３
月
17
日
㈪
～
25
日

㈫　
申
込
み　
電
話
で
左
記
へ
。

㉄
社
会
福
祉
課

　
☎

(32)
１
５
３
２

募
伊
東
自
然
歴
史
案
内
人

養
成
講
座
受
講
生
募
集

　
本
市
を
訪
れ
た
人
の
観
光
案
内

を
お
手
伝
い
す
る
伊
東
自
然
歴
史

案
内
人
を
養
成
し
て
い
ま
す
。

　
講
座
を
受
け
、
試
験
に
合
格
す

る
と
、
「
伊
東
自
然
歴
史
案
内
人

会
」
に
所
属
し
て
、
広
く
活
躍
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
講
座
で
は
、
伊
東
の
恵
ま
れ
た

自
然
・
歴
史
・
文
化
に
つ
い
て
幅

広
く
取
り
上
げ
、
基
本
的
に
、
午

前
に
座
学
、
午
後
に
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
行
い
ま
す
。

講
座
日
程　
原
則
、
毎
月
２
回
程

度　

９
時
30
分
～
15
時
30
分

（
全
24
回
程
度
）

参
加
費　
１
回
５
０
０
円

申
込
み　
市
役
所
４
階
観
光
課
窓

口
で
随
時
受
付

※
詳
細
は
３
月
中
旬
に
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

㉄
観
光
課

　
☎

(32)
１
７
１
２

i
天
城
霊
園

無
料
送
迎
バ
ス
運
行

運
行
日　
３
月
20
日(

木
・
祝)

※
交
通
状
況
に
よ
り
時
間
が
前
後

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
荒
天
な
ど
に
よ
り
運
休
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

㉄
振
興
公
社

　
☎

(37)
７
１
３
５

✿＋50坪ごとに

・・・＋5,５00円（税込）

✿処分代

・・・5,５00円～ （税込）

✿100坪以内
・・・2７,５00円（税込）

8時 ～ 19時（日曜定休）

作業場所の状況により、別途作業料が発生する場合があります。

⌂ 伊東市池640-28

詳しくは、HPへ！

★適格請求書発行事業者
★賠償責任保険 完備

おてつだいや さくちゃん

午後の部
停車場所 行き 帰り

伊東駅
⑥番ポール 13:30 16:20
逆川 13:40 16:10
水無田 13:45 16:05
吉田 13:50 16:00
伊豆高原駅 14:10 15:40
南原 14:20 15:30
天城霊園 14:30 15:20

午前の部
停車場所 行き 帰り

伊東駅
⑥番ポール 9:40 11:50
西校前 9:45 11:45
宮川 9:50 11:40
荻緑町 10:00 11:30
蝋人形館前 10:05 11:25
南原 10:10 11:20
天城霊園 10:20 11:10

第39回木下杢太郎記念館特別展

ご　招　待　券　裏　面
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i
交
通
事
故
な
ど
で
け
が

を
し
た
と
き
の
届
出

対　

象　

国
民
健
康
保
険
（
国

保
）
に
加
入
し
て
い
る
人

内　

容　

交
通
事
故
や
他
人
の

ペ
ッ
ト
に
よ
る
噛
み
つ
き
、
食

中
毒
な
ど
、
第
三
者
（
加
害

者
）
か
ら
受
け
た
け
が
で
も
、

事
前
に
「
第
三
者
行
為
に
よ
る

傷
病
届
」
な
ど
の
関
係
書
類
を

保
険
年
金
課
へ
提
出
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
マ
イ
ナ
保
険
証
又

は
資
格
確
認
書
を
使
用
し
て
治

療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

治
療
費
は
加
害
者
が
負
担
す
る

べ
き
も
の
で
す
が
、
国
保
が
一

時
的
に
立
て
替
え
た
後
で
加
害

者
に
請
求
し
ま
す
。
先
に
加
害

者
か
ら
治
療
費
を
受
け
取
っ
た

り
、
示
談
を
済
ま
せ
た
り
せ
ず

に
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
通
勤
中
や
勤
務
中
の
傷
病
は
、

労
働
災
害
保
険(

労
災)

が
適
用

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
勤
務
先
に
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
さ
か
の
ぼ
っ
て
労
災

が
適
用
と
な
っ
た
場
合
は
、
国

保
負
担
分
の
治
療
費
を
返
還
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
医
療
機
関
か
ら
国
保
へ
届
く
診

療
報
酬
明
細
書
に
は
、
け
が
の

原
因
ま
で
は
記
載
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
傷
病
名
か
ら
判
断
し
、
「
医
療

給
付
に
関
す
る
質
問
票
」
を
郵

送
し
て
、
け
が
の
原
因
を
確
認

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

届
出
が
必
要
な
例

・
交
通
事
故
（
自
損
事
故
や
自
転

車
・
バ
イ
ク
事
故
も
含
む
。
）

・
他
人
の
ペ
ッ
ト
に
よ
る
け
が

・
不
当
な
暴
力
や
傷
害
行
為
に
よ

る
け
が

・
ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
な
ど

の
接
触
事
故

・
他
者
所
有
の
建
物
で
の
設
備
の

欠
陥
な
ど
に
よ
る
事
故

・
飲
食
店
な
ど
で
発
生
し
た
食
中

毒
な
ど
に
よ
る
傷
病　
な
ど

届
出
書
類　
左
記
保
険
年
金
課
へ

ご
連
絡
い
た
だ
く
か
、
交
通
事

故
の
場
合
は
県
国
民
健
康
保
険

団
体
連
合
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

ま
た
、
ご
自
身
で
契
約
し
て
い

る
保
険
会
社
が
代
筆
可
能
な
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
契
約
し

て
い
る
保
険
会
社
へ
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

㉄
保
険
年
金
課

　
☎

(32)
１
６
２
１

i
ひ
き
こ
も
り
へ
の
理
解
を

深
め
る
た
め
の
講
演
会

対　
象　
ひ
き
こ
も
り
で
悩
ん
で

い
る
人
や
関
心
の
あ
る
人
な
ど

日　
時　
３
月
16
日
㈰　
13
時
30

分
～

会　
場　
市
役
所
８
階
大
会
議
室

内　
容
「
ひ
き
こ
も
り
と
い
う
状

態
へ
の
理
解
と
か
か
わ
り
～
家

族
や
地
域
に
で
き
る
こ
と
を
中

心
に
～
」
な
ど

講　
師　
一
般
社
団
法
人
ｅ
ｎ
ｔ

～
え
ん
と
～　
代
表
理
事　
仁

科
雄
介
氏

定　
員　
先
着
80
人

費　
用　
無
料

申
込
み　
不
要　

㉄
社
会
福
祉
課

　
☎

(32)
１
５
３
４

納税・納付相談会
①市税・国保税のことは…
　収納課　　　☎32-1291
②後期高齢者医療保険料のこと　
　は…
　保険年金課　☎32-1624
休日：①②３月15日(土)
　　　①②８時30分～正午
夜間：①３月13日(木)
　　　①17時30分～19時

人口と世帯数
1/31現在　（　）前月比
人　口　64,280人（－158）
　男　　30,506人（－82）
　女　　33,774人（－76）
世帯数　35,668世帯（－58）

市水道の平日・休日の修理
水道のトラブルは
市水道センター(☎36－2010)へ

（受付時間：８時 30 分～ 22 時）
水道本管、一般家庭の水道メー
ターまでの漏水調査と修理手配
を行います。
※なお、水道メーター以降 ( 宅

内側 ) の修理及び排水などの
トラブルは、直接、水道工事
店へ。

３月４日㈫
10時～11時45分
13時～15時30分
伊東市役所

献血へお越しの際は身分証明書
をお持ちください。
㉄社会福祉協議会　☎36-5512

今月の
　献血

県国民健康保険
団体連合会の

ホームページは
こちらから

13 2025.3



みんなの暦
令和7年（2025年）3月（弥生） ■観光イベントなどの情報は…

　伊東観光協会　☎37-6105

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

伊東駅前朝市
( 毎週土・日曜日 )

伊豆高原わんわん
マルシェ(～9）

春分の日 さくらの里夜桜観
賞会（～ 4 月上旬）

広報いとう４月号
配布予定日

サクラ交流会
(～30)

仏滅

大安

赤口

先勝

大安

赤口

先勝
彼岸

友引

赤口

先勝

友引

先負

先勝
啓蟄

友引

先負

仏滅

友引

先負

仏滅
春分

大安

先負

仏滅

大安

赤口

先負

仏滅

大安

赤口

先負

2

9

16

23

3

10

17

24

4

11

18

25

7

14

21

28

5

12

19

26

1

8

15

22

29

6

13

20

27

仏滅30 大安31

２月からの継続行事　小室山公園つばき観賞会（～３／１６）

伊東温泉競輪開催日
３月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

本場
昼間 ウィナーズカップ

ＧⅡ♥
ナイター
ミッド ＦⅡナイター♥

場外
昼間

名古屋記念 玉野記念 取手ＦⅠ 
【関東カップ】

万博協賛ＧⅢ 
【大垣】 豊橋ＦⅠ 別府ＦⅠ 

【ジャパンカップ】
施設整備ＧⅢ 

【前橋】

平塚ＦⅠ 宇都宮
ＦⅠ 大宮ＦⅠ 防府ＦⅠ

ナイター 静岡ＦⅠ 久留米ＦⅠ 四日市ＧⅢ 四日市ＦⅠ 松戸ＦⅠ

休
日
（
日
曜
・
祝
日
）
当
番
医

日・曜日 内　科 外　科 小児科

２(日) やまもプラザファミリークリニック
☎53-0707

許田医院
☎37-5071

やまもプラザファミリークリニック
☎53-0707

９(日) 伊豆高原クリニック
☎55-2522

大川胃腸科外科
☎36-9559

むらかみ小児科クリニック
☎52-4710

16(日) おおたか内科クリニック
☎32-3810

ばすき整形外科クリニック
☎47-2737

20(木) たちばなメディカルクリニック
☎45-4811

木村整形外科クリニック
☎32-0600

たちばなメディカルクリニック
☎45-4811

23(日) 高野医院
☎38-2111

たかやす医院
☎32-0362

高野医院
☎38-2111

30(日) 横山医院
☎35-0431

メディカルはば伊豆高原
☎33-1200

■当番医の予定は変更となる場合がありますので、最新の情報はナビダイヤル ☎0570-064-307 か市ホームページでご確認ください。
■次のときは、来院前に電話で受診が可能かご確認ください。
　・内科当番医で小児科を受診するとき。年齢によっては受診できないことがあります。その場合は伊東市民病院に電話(37-2626)でご相

談ください。
　・発熱などで当番医を受診するとき。
■日曜祝日当番医及び夜間救急医療センターは伊東市医師会の協力により運営しています。

■夜間（午後７時〜午後11時）は
■深夜（午後11時〜午前８時）は
■休日（午前９時〜午後５時）は

夜間救急医療センターへ　☎37-2510
伊東市民病院へ　☎37-2626
各当番医へ　＊緊急の場合は　☎119へ

急病になったら…

問伊東温泉競輪場　☎37-4260

※昼場の場外開催終了後、ＧⅢナイターは西口のみの販売、場外ＦⅠナイターは販売を終了します。

♥…ガールズケイリン含む本場開催

広報いとう 14



相談案内
■会場…市役所２階市民課市民生活係　■☎ 52-3002（予約）
※都合により変更・中止となる場合がありますのでお問い合わせください。

相談日が祝日・休日の場合はお休みです。

相談内容・日時 会場 問い合わせ
●教育相談

月～金曜日　9時～16時30分 教育支援センター 教育相談室　☎37-7476
●家庭児童相談　＊要電話予約

月～金曜日　9時30分～16時 健康福祉センター
家庭児童相談室　☎37-9667(9時30分～16時)
子育て支援課　☎32-1581

●メンタル相談　＊要電話予約
 13日(木) 13時30分～14時30分・14時45分～15時45分 市役所４階健康推進課 健康推進課　☎32-1583
●出張年金相談　＊要電話予約（保険年金課　☎32-1625）

 12日(水) 10時～14時30分／杉村労務管理事務所 市役所５階小会議室 その他、厚生年金等の請求やご不明な点は、
ねんきんダイヤルへ　☎0570-05-1165 18日(火) 10時～14時30分／三島年金事務所 市役所地下会議室

●女性相談
月～金曜日　 9時～16時 市役所１階社会福祉課 社会福祉課　☎32-1537
●あんしん法律相談　＊要電話予約

第２、第４火曜日　13時30分～16時30分 健康福祉センター 社会福祉協議会　☎36-5512
●心配ごと相談

毎週水曜日　13時30分～16時 健康福祉センター 社会福祉協議会　☎36-5512
●補聴器の相談

 21日(金) 14時～15時30分 観光会館第４会議室
社会福祉課　☎32-1533 17日(月) 10時～15時　 玖須美温泉会館

 18日(火) 10時～13時 八幡野コミュニティセンター
●身体障がい福祉相談会

 ３日(月) 13時30分～15時30分 市役所１階社会福祉課 なかいずリハ　☎0558-83-2195
●知的障がい福祉相談会　＊要電話予約

第 1、第３火曜日（祝日を除く。）　9時 30分～ 11時 30分 市役所１階社会福祉課 いぶき　☎52-3213
●精神障がい福祉相談会　＊要電話予約

 19日(水) 10時～16時 市役所５階小会議室 サポートセンターりりぶ　☎82-5680
●生活困窮の相談　住まいや仕事、家計のことなど、生活の困りごとについてご相談ください。

月～金曜日　8時30分～17時15分 市役所１階社会福祉課 くらし相談センター「こころ」　☎36-1190
●消費生活相談　土日休日（年末年始を除く。）は10時～16時の間、消費者ホットライン（188）で相談を受け付けています。

月～金曜日　9時～正午、13時～16時 市役所低層棟２階
消費生活センター 消費生活センター　☎52-3362

●いとう市民活動支援センター相談会　web会議システムによる相談対応も可能です。　＊要申込
 21日(金) ９時30分～12時30分 市役所３階小会議室 企画課　☎32-1062

■交通事故相談
 18日(火) 13時～15時30分／平　和晃 弁護士
  （３月17日（月）15時までに要電話予約）
■行政相談
 19日(水) 13時～15時／山下えり子・村上　靖　行政相談委員
■行政手続の相談（会場は市役所１階展望ギャラリー）
 12日(水) 10時～正午／行政書士会(農地利用・建設業・産廃・相続・成年後見関係)
■土地家屋調査士会の相談
＊今月はありません。
■市民不動産相談
＊今月はありません。

■法律相談
 ５日(水) 8時45分～11時30分／髙橋省吾 弁護士
 11日(火) 8時45分～11時30分／瀬野俊之 弁護士
 18日(火) 8時45分～11時30分／東端克博 弁護士
 27日(木) 8時45分～11時30分／髙山　功 弁護士
■税務相談

＊今月はありません。
■登記の相談　受付：２月25日(火)から（要電話予約６人）

 ６日(木) 10時～正午／山本哲正　司法書士
■人権相談

 ６日(木) 13時～15時／鈴木幸枝・上原直枝 人権擁護委員

受付：２月25日(火)から各回前開庁日15時まで
　　　（要電話予約８人）
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としょかんだより 問伊東図書館　☎36-7433

　スプーンにとって大切なことは？　それを使
うと上手に食べられるということ。空は？　風
は？　草にとっては？　知らず知らずのうちに
物事の本質を見失ってしまう。ページを開き、
ゆっくりと一度立ち止まってみよう。あなたに
とって大切なことは･･･。

としょかんinformation
■図書館臨時休館に伴う臨時窓口の設置について
　生涯学習センター中央会館の外壁崩落に伴い、当面の間、伊東
図書館を臨時休館しています。健康福祉センターに臨時窓口を設
置し、予約資料の貸出をしています。詳細は図書館へお問い合わ
せ、又は伊東図書館ホームページをご覧ください。
https://ito-city-library.jp/
■今月の臨時窓口休館日
　毎週月曜日、３月20日(木・祝)、３月28日(金)

『たいせつなこと』
マーガレット・ワイズ・ブラウン∥作　

レナード・ワイスガード∥絵　うちだややこ∥訳
フレーベル館

主な新着図書のご紹介
書名 著者

1 俺の文章修行 町田　康
2 他人屋のゆうれい 王谷　晶
3 任侠梵鐘 今野　敏
4 秘仏の扉 永井紗耶子
5 ヒポクラテスの困惑 中山七里
6 夜の底を歩く レイラ・モトリー
7 おやつどろぼう 阿部　結
8 シロナガスクジラ 大片忠明

ほか児童書も含め、多数購入しています。

今月のオススメ図書

㉄生涯学習課　☎32-1962
FAX37-8117 ㉄伊東高等職業訓練校

(和田２-２-41 玖須美保育園前）
☎37-8916

ワクワク伝言板
伊東高等職業訓練校
7年度訓練生募集

対　　　象　どなたでも参加できます。
日　　　時　３月16日㈰　13時～15時　
会　　　場　児童・身体障害者福祉センター　はばたき
参　加　費　無料
問い合わせ　電話・FAX　0557-37-8653（茅野）
　　　　　　メール　　　xuehanyu6@gmail.com（石井）
主　　　催　筆談・要約筆記サークル「みかん」　
後　　　援　伊東市社会福祉協議会
内　　　容　要約筆記とは耳の不自由な人に話の内

容を文字で伝える通訳です。入門講座
で体験してみましょう。サポーターや
会員も募集中です。

募集人数　各科５人程度
授 業 日　夜間週３日程度（土日・祝日は除く。）
※４・８・12月は休講

科　目 期　間
木造建築科 ３年
造園科

２年塑性加工科 
(板金・金属工芸)
和裁科

入校資格　雇用保険及び労災保険特別加入者又は４
月から加入できる人（造園科・塑性加工
科・和裁科は高校卒業以上の学歴が必
要）

※訓練修了時の技能照査に合格すると技能士補とな
り、２級技能検定受験の際、学科試験が免除され
ます。

申込期限　４月15日㈫

◆はじめての要約筆記講座◆

イベント告知
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ご注意ください！
消費者トラブル

㉄消費生活センター　☎52-3362
　平日９時～正午、13時～16時
　市役所低層棟２階
　土日・祝日は消費者ホットライン　☎１８８

実在する事業者をかたり未納料金を
請求する詐欺に注意

　大手通信会社グループの事業者を名乗り「1
年間電話料金が未払いになっている。支払わな
ければ法的手続を取る。守秘義務があるので誰
にも話さないように」と電話があった。コンビ
ニで電子マネーを購入するように言われ、店員
に聞かれた場合は「自分で使う」と答えるよう
指示され、30万円分の電子マネーを購入し番
号を教えた。翌日も電話があり、5万円分の電
子マネーを購入し番号を教えた。その後も追加
で50万円分購入するようにと電話があり、お
かしいと思った。(80歳代)

ひとこと助言
●実在する事業者を名乗り、身に覚えのない未納料金を請求される電話が

あっても、言われるまま支払ってはいけません。知らない番号や非通
知からの電話は「出ない」、「話を聞かない」、「かけ直さない」よ
うにしましょう。

●コンビニエンスストアなどで電子マネーを購入するように指示し、番号
を教えさせる方法はすべて詐欺です。

●不明な点がある場合は、実在する事業者の正式な問い合わせ窓口を家族
や周りの人とともに調べて、問い合わせてください。

●心配なときは、消費生活センターや最寄りの警察などにご相談ください
（警察相談専用電話「＃９１１０」番)。

出典：独立行政法人国民生活センター　見守り新鮮情報

　１月10日（金）にこども家庭センター看板除幕式を行い、玖須
美保育園の園児14人と小野市長の手で幕を外し、新しい看板をお
披露目しました。看板は本市の子どもを代表して、伊東市立南中
学校２年生『深海 彩七』さんに毛筆で書いていただきました。
　市では、妊産婦や子ども、子育て家庭に対する支援を一層充実
させるため、児童福祉法の改正により、令和６年４月から各自治
体に設置することが努力義務化された「こども家庭センター」
を、令和６年８月１日に子育て支援課内に設置しました。
●こども家庭センターとは
　これまでの妊産婦や乳幼児の相談を受ける「子育て世代包括支
援センター（母子保健）」と、虐待や支援を必要とする子育て家
庭の相談を受ける「子ども家庭総合支援拠点（児童福祉）」が一
体となり、より連携を強化して、全ての妊産婦、子育て家庭、子ど
もを対象に、切れ目のない相談・支援を行います。
●業務内容
・妊娠届出をした人全員と保健師などの専門職員が面接を行い、

妊娠早期から妊娠・出産に関するご相談に応じます。
・お子さんやそのご家庭に関するあらゆることについて、さまざ

まなお話を伺います。
・保育園や小中学校へ訪問し、支援が必要と思われる家庭やその

お子さんについて様子を確認するなど、きめ細やかな支援を行
います。

・児童福祉と母子保健の双方の支援が必要なお子さんについて、
児童福祉分野と母子保健分野の職員が、方針を相談しながら支
援を行います。
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　伊東温泉競輪
場 で は 、 ３ 月
20日(木・祝)か
らの４日間、第
９回ウィナーズ
カップ（ＧⅡ）
と い う ビ ッ グ
レースを開催し
ます。ウィナーズカップは全国のトップ選
手が参加する特別競輪で、本市では初開催
となります。3月23日(日)にはガールズフ
レッシュクイーン「リンカイ！」カップを
開催。全国から選抜されたデビュー２年未
満のガールズ競輪選手が出走するレースと
なっています。
　レースの他にも、「ほいけんた」さんの
ものまねライブや元スピードスケート選手
の「髙木菜那」さんのトークショー、出張
iZooブースなど、楽しいイベントが盛り
だくさんです。
　行楽シーズンの開催になりますので、是
非伊東温泉競輪場にお越しください。皆さ
んのご来場を心よりお待ちしています。
日　程　３月20日(木・祝)～23日(日)
開　門　・３月20日　９時40分　
　　　　・３月21日～23日　10時
会　場　伊東温泉競輪場
入場料　無料
特別観覧席　・２階　　　　1,000円
　　　　　　・ロイヤル席　2,000円
※駐車場無料（約1,200台）
※伊東駅から無料バスも運行しています。

大阪・関西万博協賛大阪・関西万博協賛
第９回　第９回　ウィナーズカップウィナーズカップ
第７回　第７回　ガールズフレッシュクイーンガールズフレッシュクイーン

「リンカイ！」カップ「リンカイ！」カップ
㉄公営競技事務所　☎37-4260
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安全と美しい風景を保つために安全と美しい風景を保つために

予防伐採とは 伐採の成果

今後の取組

予防伐採予防伐採の取組の取組
㉄建設課　☎32-1752

　本市では、令和元年９月の台風15号による倒木に伴
い、道路の寸断や大規模な停電が発生しました。この経
験から、令和４年度より、東京電力パワーグリッド株式
会社と連携して、道路の通行や電柱、電線に被害を及ぼ
すおそれがある樹木につい
て、平常時からあらかじめ
伐採を行い、災害時の倒木
による被害のリスクを軽減
するための取組を行ってい
ます。

　下記に掲載した伐採前後の写真のとおり、道路沿線及
び電線・電柱周りの樹木を伐採したことで、倒木による
被害リスクが軽減したとともに、日当たりや見通しも良
くなったため、安全・快適に通行できるようになりまし
た。

　現在は南部地区を中心に実施していますが、今後は実
施範囲を広げていくことを検討しています。
　作業中は交通規制などにより、皆さんにはご迷惑をお
掛けしますが、ご理解とご協力をお願いします。

伐採前伐採前 伐採後伐採後

市道　八幡野・草崎線
19 2025.3
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李くん (８歳 )　

７年度　伊東市友好都市ホームステイ体験学生募集
ホームステイをしながら、現地の学生と交流を深めてみませんか？

㉄伊東国際交流協会　☎32-4666　 iairitocity@gmail.com

説明会（メドウェイ市・リエティ市共通）
日　時　３月16日(日)　13時30分～15時
会　場　生涯学習センターひぐらし会館
持ち物　筆記用具。服装は自由です。
申込み　３月13日(木)までに伊東国

際交流協会へ電話又はホームページ
から申込みをしてください。

※伊東国際交流協会では友好都市からの派遣生受入
のホストファミリーも募集しています。

令和６年度派遣生のコメント

英国・メドウェイ市
日　程　８月13日(水)～27日(水)
対　象　伊東育ちの高校生(４月
　時点)
定　員　２人
自己負担金　15万円

イタリア・リエティ市
日　程　８年３月下旬（２週間程度、３月末帰国）
対　象　伊東育ちの高校生(４月
　時点)、専門学校生、大学生
定　員　２人
自己負担金　15万円

〇メドウェイ市　派遣生①　
　最も印象的だった場所は、ドーバー海峡です。青い海と、
点々と浮かぶ船、その向こうにくっきりと見えるフランス
の地形、そして白い岩肌が神秘的な光景でした。また、ホ
ストファミリーと囲む、自然と会話が弾み笑顔になれる、
温かい食卓が大好きでした。
〇メドウェイ市　派遣生②　
　ホストファミリーと一緒に行ったカンタベリーでの買い
物と犬の散歩がとても楽しかったです。また、物怖じせず
に話をしてみれば、外国でも意思の疎通が図れるというこ
とを学びました。皆さん私が理解できるまで繰り返し話を
してくれて、英会話を楽しむことができました。

※６年度のリエティ市への派遣は、３月末に実施予定です。

ホームページは
こちらから


